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子
ど
も
を
守
る
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト

安
全
と
い
わ
れ
て
き
た
日
本
で
も
、
近
年
、
刑
法
犯
の
認
知
件
数
が
増

え
続
け
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
、
子
ど
も
が
日
常
生
活
の
な
か
で
、暴
行
や

障
害
、
わ
い
せ
つ
行
為
な
ど
の
事
件
の
被
害
者
と
な
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て

い
ま
す
。
＞」
う
し
た
犯
罪
か
ら
子
ど
も
を
守
る
た
め
に
は
、
保
護
者
や
地

域
の
協
力
は
も
ち
ろ
ん
、
子
ど
も
自
ら
が
「自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
七
」

と
を
意
識
し
、
身
に
つ
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
夏
休
み
な
ど
の
長
期
の

休
み
に
は
ハ
子
ど
も
が

一
人
で
出
歩
く
機
会
が
増
え
ま
す
。
自
宅
の
周
り

の
危
険
な
場
所
や
、
注
意
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
行
動
に
つ
い
て
、
親
子

で
話
し
合
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

①
ｌ
人
で
遊
ば
せ
な
い

子
ど
も
が
犯
罪

に
巻
き
込
ま
れ

る
ケ
ー
ス
で
多

い
の
が
、
周
囲
に

大
人
の
目
が
な
く
、
十
人
で
遊
ん

で

い
る
場
合
で
す
。
遊
び
に
出
る

と
き
に
は
、
一
人
に
な
ら
な

い
よ

う
、
ふ
だ
ん
か
ら
教
え
る
よ
う
に

し
十
，
し
ょ
つヽ
。

ま
た
、
十
人
で
遊
ん
で

い
る
子

ど
も
や
、
不
似
合

い
な
子
ど
も
づ

れ
を
見
か
け
た
と
き
に
は
、
ひ
と

声

か
け
る
よ
う
、
地
域
で
取
り
組

む
こ
と
も
大
切
で
す
。

②
外
出
す
る
と
き
に
は
、
必
ず
行

き
先
を
聞
く

出
か
け
る
と
き
に
は
黙

っ
て
行

か
せ
ず
に
、
「だ
れ
と
」
「
ど
こ
で
」

「何
を
す
る
か
二
何
時
に
帰

っ
て
く

る
か
」
を
言
う
習
慣
セ
身

に

つ
け

さ
せ
る
よ
う
に
し
ま
Ｌ

差
う
。
時

間
を
意
識
さ
せ
た
り
、
危
険
な
場

所

に
行
く
こ
と
を
未
然

に
防

い
だ

り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
知
ら
な
い
人
に
は
つ
い
て
い
か

な
い
、
怖
い
目
に
あ

っ
た
ら
大

き
な
声
を
出
す
こ
と
を
教
え

る「困

っ
て

い
る
、
助
け

て
ほ
し

い
」

「
い

っ
し

ょ
に
ゲ

ー

ム
を
し
よ
う
」

な
ど
と
言
葉
巧

み
に
声

を
か
け
ら

れ
る
と
、
子

ど
も
は
思

わ
ず

つ
い

て
行

っ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま

す
。
知
ら
な

い
人

に
は
絶
対

に

つ

い
て

い
か
な

い
よ
う

に
、
よ
く
救

え
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ

い
。

危
険

を
惑

じ
た

と
き

に
は
、
大

き
な
声
で
助
け
を
守

ぶ
の
が
効
果

的
で
す
。
い
ざ

と

い
う
時

の
た

め

に
も
、
かヽ
だ
ん
か
ら
、
大
き
な
声

を

出
す
訓
練
な
ど
を
さ
せ
る
よ
う

に

し
十
市
し
ょ

つヽ
。

④
毎
日
、
何
が
あ

っ
た
か
を
話
し

△
甲
つ

危
険
な
目
に
竜

っ
て
も
、
し
か

ら
れ
る
こ
と
を
怖
が

っ
て
被
害
を

黙

っ
て

い
る
子
ど
も
も

い
ま
す
。

家

に
帰

っ
て
き
た
ら
、
そ
の
日
に

‐
あ

っ
た
こ
と
を
話
し
合
う
よ
う
に

し
て
く
だ
さ

い
。
な
ん
で
も
話
が

で
き
る
よ
う
、
日
ご
ろ
の
子
ど
も

と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
大

切
に
し
ま
し
ょ
う
。
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一を
一一〕‐１０
番
の
票

0子ども 110番の家●
危険を感じて二助

けを求めて二きた子

どもを一時的に保

護し、警察などに通

報してくれるのガ
~子
ども 110番の家」。
これは、通学路の周

辺の民家や商店な

どガボランテイア

として活動して二い

るものです。

「子ども 110番の
家」になつている建物にはマークがはり

出されています。地域のどこに「子ども

110番の家」があるのか親子でチエツクし、
こ E)さのときの助けの求め方などについ

て、話し合うようにしましよう。
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児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
及
び

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
所
得
状
況
届
に

つ
い
て

児
童
扶
奏
手
当
及
び
特
別
児
童

扶
奏
手
当
を
党
給
し
て
い
る
方
は
、

８
月
中
に
現
況
届
等
を
提
出
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な

っ
て

い
ま
す
。

こ
の
現
況
届
は
、
所
得
や
児
童

の

監
護
状
況
を
確
器
す
る
た
め
の
大

切
な
届
で
す
。
提
出
し
な

い
と
、
８

月
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
忘
れ

ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

児
童
扶
奏
手
当

に

つ
い
て
は
、

受
絵
者

の
所
得
の
範
囲
や
手
当
月

額
の
改
正
に
よ
り
、
今

ま
で
以
上

に
ブ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
立
ち
入
ら
ざ

る
を
得
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、

通
工
な
手
当
の
支
給

の
た
め
に
ご

協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

【受
付
期
間
】

８
月
十
日

（金
）
～
２０
日

（水
）

◎
児
童
扶
養
手
当
と
は

【支
綸
要
件
】

次

の
要
件

に
該
当
す
る
児
童

（‐８
歳
に
な
っ
て
景
初ヽ
の
３
月
３十
日

ま
で
、
児
童
に
中
度
以
上
の
障
害

が
あ
る
と
き
は
２０
歳
を
迎
え
る
な

で
）
を
奏
有
し
て
い
な
母
又
は
査

育
者

（祖
父
母
等
）
に
手
当
が
支
給

さ
れ
ま
す
。
（父
子
家
庭
は
対
象
外

で
す
。
）

①
父
母
が
始
姻
を
解
消
し
た
児
童

②
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎

し
た
児
童

（未
婚
の
母
子
）

③
父
が
え
亡
し
た
児
童

④
父
に
障
害

（年
金
の
障
害
等
級

が
―
級
程
度
）
が
あ
る
児
童

⑤
そ
の
他
、
父
が
生
え
不
明
の
場

八
口、
父
か
ら
十
年
以
上
逮
棄
さ

れ
て
い
る
場
合
、
父
が
拘
賛
さ

れ
て
い
る
場
合
等
に
も
支
給
さ

れ
ま
す
。

【支
綸
制
限
】

支
綸
妥
件
に
該
当
す
る
場
合
で

・

あ

っ
て
も
、
次
の
何
れ
か
に
該
当

す
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

①
母
が
始
姻
関
係
に
あ
る
と
き

（内
縁
関
係
な
ど
も
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
）

②
元
亡
や
障
害
等
の
支
給
妥
件

に

対
し
て
、
年
金
や
補
償
等
を
受

け
ら
れ
る
と
き

○対象児童が 1人で、受給者の前年の扶養親族の数が
1人の場合の手

③
対
象
児
童
が
父
と
生
計
を
同
じ

く
し
て
い
る
と
き

（支
給
要
件

④
の
場
合
を
除
く
）

④
支
綸
妥
件
に
該
当
し
て
か
ら
手

当
の
誕
定
請
求
を
せ
ず
に
５
年

を
経
過
し
た
と
き

【手
当
の
額
】

，

手
当
の
誕
定
を
受
け
た
受
絵
資

格
者
と
そ
の
扶
養
義
務
若

（同
居

し
て
い
る
父
母
、
祖
父
母
、
子
、
兄

弟
姉
妹
等
）
の
前
年
の
所
得
額
に

痣
じ
て
支
綸
月
額
が
決
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
な
お
、
児
童
の
父
親
か
ら

の
奏
育
費
も
所
得
額
に
含
ま
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は

【
支
給
要
件
】

お
お
む
ね
次
の
よ
う
な
障
害
状

態
に
あ
る
児
童
（２０
歳
未
満
）
を
奏

育
す
る
家
庭
に
手
当
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

①
両
目
や
両
耳
、
上
下
肢
、
体
幹
が

不
自
由
な
児
童

②
知
的
障
害
、
精
神
障
害

の
あ
る

児
童

③
内
部
疾
患
等

に
よ
り
日
常
生
活

が
著
し
く
制
限
さ
れ
る
児
童

【
支
絵
制
限
】

支
給
要
件
に
該
当
し
て
も
次
の

何
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

①
対
象
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
等

に
入
所
し
て
い
る
と
き

②
対
象
児
童
が
障
害
を
理
由
に
公

的
年
金
の
絵
付
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
と
き

【
キ
当
の
額
】

対
象
児
童

の
人
数
や
障
害

の
程

度
に
よ

っ
て
支
絵
月
額
が
異
な
り

ま
す
。

―
級

（童
度

・
児
童
―
人
に
つ
き
）

５
１
　
１
０
０
円

２
級

（十
度

・
児
童
―
夫
に
つ
き
）

３

４
．，
０

３

０
円

へ  r

学

レ

区 分
(所得額)

低 所 得 者

(570,000円 未満)

中 所 `t得 者

(570, 000-
2,300,000円 )

高 所 得 者

(2,300,001円 以上)

手当月額
42,370円

(全部支給)

翌,360～ 10,000円

(一部支給)

0円

(支給停止)

生

し

ハ

υ

広報ゆざわ H15.7.27  (2)



ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
貿

（県
親
）

受
給
者
証
の
更
新
手
続
に
つ
い
て

霧
九
厩
『
穐
◇
期
軽

県
親
受
綸
者
証
を
お
持
ち
の
方

は
、
３
月
中

に
有
効
期
間

の
更
新

手
続
が
蜂
要
に
な
り
ま
す
。
手
続

を
怠
る
と
Ю
月
以
降
の
医
療
費

の

助
成
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
な
お
、
兄

童
扶
奏
手
当
受
絡
者

に
つ
い
て
は

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
と

一
緒
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

【受
付
期
間
】

８
月
十
日

（金
）
～
２０
日

（本
）

◎
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成

（県
親
）
と
は

【
助
成
妥
件
】

児
童
扶
養
手
当

の
支
絵
妥
件
と

同
様

の
事
情
に
よ
り
、
母
子
・
父
子

家
庭
等

に
な

っ
た
方

の
医
療
費

の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

【
助
成
制
限
】

助
成
妥
件
に
該
当
す
る
場
合
で

あ

っ
て
も
、
次

の
何
れ
か
に
該
当

す
る
場
合
は
支
総
さ
れ
ま
せ
ん
。

①
父
又
は
母
が
お
姻
関
係
に
あ
る

と
■
共
内
縁
関
係
な
ど
も
助
成

対
象

に
な
り
せ
せ
ん
）

②
生
活
保
護
デ
乳
児
医
療
費
勁
成
、

童
度

鷲
身
障
害
者
医
療
費
助
成

の
何
礼
か
を
受
け
て
い
る
場
合

③
資
格
者

筵
そ

の
扶
養
義
務
者

（同
居
し
て
い
る
父
母
、
祖
父
母
ハ

子
、
兄
弟
姉
妹
等
）
の
前
年

の
所

得
額
が

一
定
額
以
上
の
場
合

【
助
成
内
容
】

医
療
機
関
で
覧
診
し
た
際

の
自

己
負
担
額
が
次
の
よ
う
に
な
り
ま

孝ワ
。
◆
通
院
月
の
４
回
目
ま
で
―
回
に
つ
き

５
３
０
円

（５
回
日
以
降
は
０
円
）

◆
入
院
十

日

に

つ
き

―
，
２

０

０

円

〇
老
人
の
医
療
受
給
者
証
が
更
新

さ
れ
ま
す

７０
歳
以
上
の
方
の
医
療
覧
絵
者

証
は
、
毎
年
見
直
し
を
行

っ
て

い

ま
す
。

８
笠月
受
診
分
か
ら
は
、
当
該
年

度
住
民
税

の
課
税
状
況
を
基

に
判

′

定
し
更
新
さ
れ
ま
す
。
当
該
世
帯

の
７０
歳
以
上
の
被
保
険
者
及
び
老

人
医
療
受
絡
対
象
者

の
収
入
の
合

計
額

に
よ
り
、
医
療
費

の

一
部
負

担
割
合
が
―
割
又
は
２
割
推

な
り

ま
す
。
一
ヽ
の
度
、
町
で
判
定
し
売
結

果
、
負
担
割
合
が
変
更
と
な
る
世

帯

（対
象
者
）
に
は
新
し
い
受
給
者

証
を
交
付
し
ま
す
。

該
当
す
る
世
帯
は
、
別
途
通
知

し
て
あ
り
ま
す

の
で
、
７
月

３十
日

（木
）
主
で

に
旧
受
綸
者

証
を
持
参

し
、
住
民
課
窓

口
で
交
付

を
受

け

て
く
だ
さ

い
。

〇
負
担
額
が
少
な
く
な
り
ま
す

７０
歳
以
上
で
医
療
費
の
一
部
負

担
が
―
割
の
方
で
か
つ
住
民
税
非

課
税
者
は
、
申
請
す
れ
ば
誕
定
証

が
丈
付
さ
れ
、
自
己
負
担
限
度
額

と
入
院
中

の
食
事
代

の
負
担
額
が

少
な
く
な
り
ま
す
。

〇
払
い
戻
し
が
受
け
ら
れ
ま
す

次
の
よ
う
な
と
き
、
医
療
費
を

金
額
負
担
し
た
場
合
に
は
、
申
請

す
れ
ば
保
険
で
誕
め
ら
れ
た
部
分

が
あ
と
で
払

い
戻
し
さ
れ
ま
す
。

①
急
病
な
ど
で
や
む
を
得
ず
保
険

ｉ【
証
を
使
わ
な
い
で
診
療
を
受
け

た

と

善

ヽ

②

コ
ル
セ
ツ
ト
な
ど
治
療
用
補
装

具
を
購
入
し
た
と
き

（医
師

の

証
明
を
妥
す
）

③
骨
折
、
掩
挫
な
ど
で
柔
道
整
復

，　
節

の
施
術
を
受
け
た
と
き

（国

民
健
康
保
険
税
を
取
り
扱
う
柔

道
替
復
節

の
場
合
は
、
医
療
機

関
同
様

一
部
負
担
金
で
施
術
が

受
け
ら
れ
ま
す
。
）

④

マ
ッ
サ
ー
ジ
、
は
り
、
灸
な
ど
の

施
術
を
受
け
た
と
き

（医
師

の

証
明
を
要
す
）

【申
請

・
聞

い
合
わ
せ
】

住
民
課
国
保
年
金
係

ＴＥＬ

７

８

４

●

３

４

５

３

お
関
合
せ
は

・
・
・

・住
民
課
保
育
係

（既
７
８
４

・
３
０
０
１
）
ま
で

■国民健康保険税の納付について■

国民健康保険は、被保険者である皆さんの納めていただいている保険税で賄われています。
保険税を納めない方がいるとその分を他の方々が負担しなければならないことになり、被保険者間の
負担の不公平が生じるとともに、保険財政圧迫の原因となっています。もし、保険税に未納がありました
ら、早めに納付していただけますようお願いします。
一【問い合わせ】収納課 TEL 784・ 3056

(3)
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ェ儀 ェ

さ
一う
に
便
利
に
な
り
ま
す

具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
は
次
の
と
お
り
で
す
。

☆
全
国
ど
こ
の
市
区
町
村
で
も
自
分
の
住
民
票
の
写
し
が
取
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す

居
住
地
の
市
区
町
村
で
し
か
受
け
ら
れ
な
か

っ
た
住
民
票
の
写
し

が
、
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す

・。
（住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
又
は
運
転
免
許
証
な
ど
の
提
示
が
必
要
で
す
。
）

☆
引
越
の
手
続
で
窓
口
に
行
く
の
が
転
八
時
１
回
だ
け
で
済
み
ま
す

／

転
出
先
と
転
入
先
の
２
か
所

へ
足
を
運
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ

た
引
越
の
手
続
も
、
「住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」
の
交
付
を
受
け
て
い

る
場
合
、
転
入
時
１
回
だ
け
で
済
み
ま
す
。
（た
だ
し
、
転
出
届
の
郵

送
等
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
）

☆
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

・
ド
を
希
望
者
に
交
付

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

（住
基
カ
ー
ド
）
は
希
望
者
に
居
住
地
の
市

区
町
村
か
ら
交
付
さ
れ
ま
す
。
湯
沢
町
の
場
合
、
交
付
の
際
に
は
、
手

数
料
５
０
０
円
が
必
要
で
す
。

０
問
い
合
わ
せ

住
民
課
住
民
係

砒
７
８
４

●
３
４
５
３

域義カードの見本

‥
ビ
ス
が
ス
タ
ｒ
卜
，

■ 皇郎ヽ 4係 汗‐ 下

試

τ喪■!′ おヤit |ェi幹逮
itlと 、il ―■・ |‐

Sati,,1ロ

S=

生二女付どカー ド

箸懃繊痴鰺鞄錢霧錮飴驚錢籟霧鯵範鯰墓∴ 参加者募集!
【日程・内容】

【申込・問い合わせ】

(財)湯沢町都市施設公社 (T[L784-1511)※定員になり次第締め切ります。

食
教
育
講
座
の
ご
案
内

互
野
菜
料
理
こ
手
作
叫
Ａ
や
つ

野
菜
ガ
苦
手
な
子
ど
も
は
い
ま
せ
ん

か
？
乳
幼
児
期
は
、
お
や
つ
も
大
切
な
食

事
で
す
。
今
回
は
０
歳
か
ら
２
歳
児
の
保

護
者
を
対
象
に
開
催
し
ま
す
の
で
、
「食
」

に
つ
い
て
栄
養
士
と

一
緒
に
考
え
て
み

ま
し
よ
う
。

■
日
時
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐

８
月
５
日

（火
）

学年
前
９
時
３０
分
～
正
年

，

■
場
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

一
総
合
福
祉
セ
ン
タ
１
３
Ｆ
健
診
室

■
対
象
０
歳
か
ら
２
歳
児
の
保
護
者
　
，

■
申
込
期
限
　
　
　
　
　
　
　
　
′

７
月
２９
日

（火
〉

＊
託
児
が
あ
り
ま
す
ｏ

■
申
込

・
問
い
合
わ
せ
　
一

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

軋
７
８
０

ｏ
６
１
６
３

日時 募集講座 内容など 講師 集合場所

8月 7日 (木 )

8:拗
i

13:00

攘墓駐勒 翻
攣+翠勢移
動艶触慇鯰機

参加料 :800円

定員 :25名

田代スキー場内に自生しているヤ

ナギランを見ます。自然のお花畑

はまた違います。林道を 1時間半マ

イクロバスで走 ります。車酔いす

る方はちょっとキツイです。

花遊びスタッフ

カルチャーセンター

8月 20日 (水 )

13:30
1

16:00

q串鰤釣驚盟鬱
凩シツ中&峨爺η
参加料 :800円

定員 :拗名

今年はタネから育ててみませんか。

初冬と来春と2度楽しみましょう。
5種類約 30本のパンジーとビオラ
を皆さんに育ててもらう予定です。

フロージス トたかの

鈴木純子

広報ゆざわ H15.7.27  (4)



飲酒運転ガ厳罰化されて 5月末で 1年ガ経過しました。

しかし、依然として飲酒運転は後を絶ちません。

1年以下の懲役又は 30万円以下の罰金

呼気 0.25 mg/ゼ 以上は 13点

呼気 0,15 mg/ゼ 以上 0。 25 mB/ゼ 未満は 6点

３
月
１
日
～
冊
ロ

夏場は、ドライブや観光中の疲労から居眠りやわき見運
転等の事故ガ増えるおそれがあります。
長距離運転をする際は、早めに休息をいり、交通事故防
止に努めましよう。

今年 6月末現在で、無謀な暴走運転が原因で起きた県内
の交通事故の

死者数は14人
昨年の9人に比べ56する
も増えています。速度の出し過ぎは、重大な事故につな
がります。制限速度を守り、十分な車間距離をとつて、ゆ

とりある運転を心ガけましよう。

て
ぃ
を
す
。

′i

路
上
の
違
法
駐
車
に
は
危
険
が
い

っ
ば
い
！

路
上
駐
車
は
、
一父
通
渋
滞
を
引
き
起
こ
す
ば
か
り
で
な
く
、
歩
行

者
に
と
っ
て
も
危
険
き
わ
ま
り
な
い
も
の
で
あ
り
、
明
ら
か
な
違
法

駐
車
は
罰
則
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
違
法
駐
車
が
原
因
で
事
故

が
起
き
た
場
合
は
、
直
接
の
加
害
者
に
加
え
て
違
法
駐
車
し
て
い
た

人
に
も
損
害
賠
償
責
任
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

慢
性
的
な
違
法
駐
車
車
両
に
つ
い
て
は
、
夏
休
み
を
前
に
徹
底
し

た
取
締
り
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
違
法
な
路
上
駐
車
が
な
く
な
れ
ば
、

町
民
や
観
光
客
も
安
全
に
安
心
し
て
、
中貝
い
物
や
散
策
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
と
も
に
、
観
光
地
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
な
り

ま
す
。
路
上
駐
車
は
皆
さ
ん
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
こ
と
を
良
く
認

識
し
、
観
光
地
湯
沢
町
か
ら
路
上
駐
車
を

一
掃
し
ま
し
ょ
う
。

日
―
プ
ウ
ェ
ー
事
業
所
で
は
、
８
月
１
日
よ
り
１１
月
３０
日
ま
で
の

日
中
、
滝
沢
町
営
駐
車
場
を
無
料
開
放
し
ま
す
。
開
放
時
間
は
、
５
時

間
ま
で
無
料
で
す
が
、
５
時
間
を
超
え
ま
す
と
有
料
と
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
こ
の
他
に
、
長
時
間
駐
車
場
を
確
保
し
た
い

場
合
は
、
月
極
駐
車

（夏

。
１
０
，
０
０
０
円
、
冬

。
１
３
，
０
０
０

円
）
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、皆
さ
ん
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
路
上
駐
車

は
や
め
て
、
駐
車
場
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

一一一一一一二
二
一一一一一二
二
一一一一一・二
一一一一一・・・二
一一一一・・一二
一一一一・・二
一一一一一・・二
一一一一一・・一二
一一一一・・二
一一一一一・・二
一一一一一一一二
一一一一一・・二
一一一一一・・

一一一一一二
一一一一一・ニ
二
一一一一・・二
一一一一一・・・一一一一一一一二
二
一一一一一二
二
一一一一一一二
一一一一一・・二
一一一一一・・・二
一一一一一・・二
一一一一一・一二
一一一一一・一一一一一一一・・二
一一

○酒気帯び運転の罰

○違反点数

ガムよ!
わたし

ス,レメ
などの
千物も
しヽしヽよ。

ことも必要です

B景気に襲 19才1た ときに傭え カム

など「 ,博むど=」のを瑶意しておく

(5)



８
月
２４
日

（
日
）
に

新
潟
県
消
防
大
会

が
行
わ
れ
ま
す

新
潟
県

「都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

住
民
説
明
会
参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ

平
成
１２
年
の
都
市
計
画
法
の
改
正
に
よ
り
、
県
で
は
平
成
１６
年
５
月

ま
で
に
県
内
す
べ
て
の
都
市
計
画
区
域

（全
４４
区
域
）
の
整
備
、
開
発
及

び
保
全
の
方
針

（都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）
を
策
定
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

フ
都
市
計
画
区
域

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
は
、
都
市
計
画
の
目
標
、
主
要

な
都
市
計
画
の
決
定
方
針
等
、
長
期
的
な
視
点
に
立

っ
た
都
市
の
将
来

像
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
そ
の
実
現
に
向
け
て
の
大
き
な
道
筋
を
明

ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。　
　
，

こ
の
た
び
都
市
計
画
区
域
マ
ス
ダ
ー
プ
ラ
ン
の
素
案
が
で
き
ま
し
た

の
で
、
皆
さ
ん
に
そ
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
し
、
意
見
を
い
た
だ
く
た

め
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

ｒ
，　
　
　
　
　
　
　
　
・

８
月
２９
日

（金
）

午
後
７
時
～
８
．暉
３０
分

０
会
場
　
　
　
　
・

六
日
町
文
化
会
館

が
多
目
的
ホ
ー
ル

●
申
込
方
法
　
　
　
　
　
　
一

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

明
記
の
う
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。　
　
一

●
募
集
定
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

１
０
０
人

（定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
）

※
定
員
を
超
え
、
参
加
を
お
断
り
す
る
場
合
は
、
県
庁
都
市
政
策
課
よ

り
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

●
申
込
期
間

８
月
８
日

（金
）
～
２２
日

（金
）
（必
着
）

０
申
込

・
問
い
合
わ
せ

新
潟
県
土
木
部
都
市
局

都
市
政
策
課
都
市
計
画
係

皿
０
２
５

●
２
８
５

●
５
５
１
１

（内
線
３
３
３
２
）

鵬
０
２
５

●
２
８
５

●
０
６
２
４

Ｅ
メ
ー
ル
…
Ｌ
８
皇
瑠
⑥
ヨ
〓
も
３
”
三
．
Ｆ
解
″
〓

８
月
２４
日
に
湯
沢
町
で

「第

５４

回
新
潟
県
消
防
大
会
」
が
行
わ
れ

ま
す
。
県
知
事
、
国
会
議
員
、
県
議

会
議
員
、
各
市
町
村
長
等
や
県
内

各
市
町
村
の
消
防
関
係
者
が
集
ま

り
ま
す
。

午
前
は
カ
ル
チ
ャ
ー

セ
ン
ダ
ー
で
、
消
防
団

員
及
び
消
防
職
員

に
よ

る
意
見
発
表
会
並
び
に

功
績

の
あ

っ
た
消
防
団

員

の
友
彰
が
あ
り
ま
す
。

午
後
は
中
央
公
園
陸
上

競

技

場

で
、
県

下

２５

チ
ー
ム
の
ポ
ン
ブ
採
法

競
技
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

湯
沢
町
か
ら
は
第
十
分

団
第
４
部
が
自
動
車
ポ

ン
プ
の
競
技
に
出
場
し

ま
す
。
陸
上
競
技
場
で
の
ポ

ン
ブ
採
法
競
技
会
は

一

般

の
方
で
も
見
学
が
で

き
ま
す
。
ぜ
ひ
應
援
ｔ
お
願

い
し

ま
す
。
な
お
、
中
央
公
園
付
近
の
駐
車

場
は
、
大
変
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

55周年 を理 えた検察審査会  す .
今年は、検察審査会が施行されてFお周:年に当たります。i交通事1故など:の機審筵.奉■ため

―に、検察官
が事故の加害者を裁報にかけてくれない。(不退訴す』t分)      ・ :―■ ●・      ・
このような場合ヽに、その不起1訴すと分のよしあしを審査する、それがデ漠察磐査会制度です。詳しくは、
長岡検察審査会事務局ぐ阻醒鶴-35-2141)までお関い合わせくださいぅ    l      i
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紗鰺罐鶏鶏欝鍮攀韓鶴
鶴警鰺鬱攀鶴馨韓
鶏 機

聯

紗拳幹陣學
議鶏攀津攀
難l鶏 拳録摯

嬢
鐵
巖
簸
斃
機
攀
罐
勒
簸
鬱
峰
攀
鶏
鬱
畿
鍛
移
學
鬱
警
鞠
鍮
勤
纂
惨
鰺
黎
寺
惨
攀
攀
鰺
鞍
學
腕

鬱
鰺
珍
鶏
鰈
攀
鶏
鬱
鬱
機
機
麟
斃
鉾
警
麟
鰺
警
警
麟
繊
◆
ё
鶴
◇

惨
鰺
罐
鶴
攀
瞼
等
騒
攀
勘

鰺

警

攀

鍮

鰺

警

攀

鍮
醸
鶏
撥
鱒
鶏
珍
罐
鶴
鰺
躁
鶏
穆
珍
惨
勢
籐
馨
攀
罐
惨
峰
躁
鶴
鶏
攀
珍
珍
傘
等
攀
鰺
鶴
警
攀
絡

鰺
鬱
鬱
察
籐
諄
攀
睦
鰺
諄
婢
静
韓
嬢
鶏
珍
鍮
惨
攀
騒
等
攀
珍
警
拳
熱
鰺
珍
鍮
等
等
議
鬱
鶏
鶴
察
れ

移

後

静

多

密

酵

多

姿

多

警

多

愁

移

葬

肇

移

髪

杉

警

狩

静

多

多

葬

多

妥

繊

影

多

該

移

黎

移

歩

後

多

，

新
潟
県
警
察
本
部
で
は
、

８
月
中

「行
方
不
明
の
人
を

捜
す
巡
回
相
談
所

・
特
別
相

談
所
」
（無
料
）
を
次
の
と
お

り
開
設
し
ま
す
。

当
相
談
所
で
は
、
ご
家
族

や
お
知
り
合
い
の
方
が

．

○
病
気
を
苦
に
し
て
家
出
を

さ
れ
た
。

○
外
出
さ
れ
て
、
そ
の
ま
ま

行
方
が
わ
か
ら
な
い
。

○
出
稼
ぎ
先
か
ら
の
便
り
が

途
絶
え
た
。

等
の
理
由
で
、
そ
の
後
の

消
息
が
わ
か
ら
ず
お
困
り
の

方
の
た
め
所
在
確
認
の
調
査

を
行
う
と
と
も
に
、
全
国
各

地
で
亡
く
な
ら
れ
、
身
元
の

わ
か
ら
な
い
方
の
写
真
や
持

ち
物
等
の
資
料
を
多
数
用
意

し
て
い
ま
す
。

,

◎巡回相談所

◎特別相談所

※土曜日、日曜日を除きます。

期 日 時 間 会 場

8月  1日 (金 )

9:30
を
17:00

上越北警察署 色∝弱 -43-0110

8月 4日 (月 ) 三条警察署  1五 〇256-33-0110

8月 6日 (水 ) 新発田警察署 lLL∝望 ~23-0110

8月 8日 (金 ) 長岡警察署  Th 0258-38-0110

期  日 時 間 会 場

8月 中lヵ 月間
9 ∞
?

17:00

新潟県警察本部鑑識課 (新潟県庁隣り').

色 025-285-0110 内線 4641・ 4642

□騨拶紗紗島甲鶏鶴鍵臨宅朝□

①トラクター ②トラクタニ

機   種 フォードトラクターF7810 フォードトラクター 5640SLE

年   式 平成 2年式 平成 5年式

能    力 98馬力、4輪駆動、キャビン付 75馬力、4輪駆動、キャビン付

時    間 688.4時間 458. 4時間

)

③揺動式ブロードキャスター

(肥料散布機・2台 )
④ディスクモアー

(草刈機・2台 )
⑤日―タリー

機   種 ビコン PS605 ニューホランドNH462 コバシ KSD263

年   式 平成 2年式、平成 5年式 平成 2年式、平成 5年式 平成 3年式

能    力 600L、 散布幅 6～ 14m 6連ディスク、刈幅 2.4m 耕幅 2.6m

対 応 機 種 トラクター能力 70～ 100 p s

【申込締切日】
8月 15日 (金 )

【申込・問い合わせ】

南魚沼郡広域連合家畜指導診療所 TEL 782-2570
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８
月
１５
日
、
１６
日

選
後
湯
沢
逮
熟

象

つ
勤

地
元
出
店
者
大
歓
迎
！

フ
リ
ー
マ
ーーー
ケ
ッ
ト
参
加
者
募
集

Ｏ
出
店
場
所

越
後
湯
沢
駅
東
口
第
２
駐
車
場

（鮮
魚
セ
ン
タ
ー
横
）

○
出
店
日
時

８
月
１５
日

（金
）

午
後
２
時
～
午
後
９
時

８
月
１６
日

（土
）

午
後
１
時
～
午
後
９
時

○
出
店
料
　
　
　
　
　
・

１
日
間
の
み
…
…
１
，
０
０
０
円

２
日
間
通
し
て
…
１
，
５
０
０
円

○
申
込
締
切

７
月
３‐
日

（木
）

◇
申
込

・
問
い
合
わ
せ

　

，

夏
ま
つ
り
事
務
局
　
　
　
フ

（湯
沢
温
泉
総
合
案
内
所
内
）

ｍ
７
８
８

・
５
３
５
３

花
火
打
ち
上
げ
募
集

あ
な
た
の
記
念
日
や
誕
生
祝
、
結
婚
祝
、
還
暦
祝

な
ど
願
い
や
気
持
ち
を
込
め
て
花
火
を
打
ち
上
げ

ま
せ
ん
か
。
　
　
　
　
」

Ｏ
期
日
　
　
　
　
´

８
月
１５
日

（金
）
　

　

　

中

Ｏ
料
金

・
単
発
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

５４器　‐７ド司００００岬円　　　　　‐ガく

７
号
　
２
１
，
５
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　
、

※
単
発
の
組
み
合
わ
せ
も
可
能
で
す
。

・
ス
タ
ー
マ
イ
ン
　
ー
０
０
，
０
０
０
円
～

○
申
込
締
切

７
月
３‐
日

（木
）

ギ

み
こ
し
の
担
ぎ
手
募
集
！

布
場
、
滝
沢
、
西
中
町
内
の
み
こ
し
を
担
ぎ
ま
せ

ん
か
。

○
期
日
８
月
１５
日

（金
）

（午
後
５
時
に
各
町
内
祭
典
本
部
集
合
）

福設の翻霞 組離時間 ‐3月

よろず相談
毎週月曜日から金曜日

9:00-17:00
(土 日祝日・年末年始は除く)

専門相談 (予め予約が必要です)

法 律 13:30へ,16:00
4日 ,11日 ,18日

25日 ,28日

医 療 13:30～ 15:30 6日

痴 呆 14:00ヘン16:00 20日

公的年金・保険 13:30ヘン15:30 5日

税 金 10:00へ,12:00 8日

健康・介護 10:00ヘッ16:00 14日

高船者 とその家族のよろず相改
新潟県高齢者総合相談センターでは、お年寄

りやその家族の方マガ抱える悩みごとや、心配

ごとの相談を無料でお受けして:います。

本ロヨ炎電言舌  025-285-4165
(新潟市上所 2-2-2 新潟ユニゾンプラザ 3階)

新潟県高齢者総合相談センターでは、中高年の方に

役立ついろいろな情報をテレホンサービスでお知ら
せしています。

テ レ木 ノサ ー ビス
8025-281-5550(24時間年中無休)

「夏バテを防ぐポイント」
「地域福祉権利擁護事業の紹介」

日

日

４

１

１

３

月

月

８

８
”

”

日

日

１

５

月

月

８

８

広報ゆざわ H15.7.27  (8)



魚
野
川
記
念
植
鶴
会
の
ご
案
内

谷
年
は
、
松
川
橋
近
辺
の
魚
野

川
左
岸

に
お

い
て
植
樹
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
一
希ヽ
Ψ
の
方
は
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ

い
。
な
お
、
木
と
植

樹
者

の
名
前
を
入
れ
た
板
は
、
三

催
若
側
で
用
意
し
ま
す
。

【
対
象
】

結
婚
、
誕
生
祝

い
、
還
暦
等

の
記

念
と
し
て
植
樹
を
希
Ψ
さ
れ
る
方

や
団
体
等

【
植
樹
予
定
日
】

１０
月
２９
日

（水
）

（紅
占
桜
を
植
栽
し
ま
す
。
）

・

※
参
加
者
に
は
、
詳
細
案
内
を
発

送
し
ま
す
。

【
痣
募
締
切
】

８
月
１７
日

（日
）

※
が
加
者
多
数
の
場
合
は
拍
選
と

な
り
ま
す
。

【
申
込

・
聞

い
合
わ
せ
】

側
湯
沢
町
都
市
施
設
公
社

砒
７
８
４
●
１
５
１
１
　
　
′

魚

つ
か
み
ど
り
と
Ｏ

Ｘ
ク
イ
ズ

が
行
わ
れ
ま
す
。

今
年
は
、
３
Ｄ
シ
ア
ダ
ー
で
土

石
流
を
体
惑
で
き
ま
す
。

【
日
時
】

８
月
８
日

（金
）

午
後
２
時
～
４
時

※
小
雨
決
行
　
　
　
　
　
　
，

【
場
所
】

魚
野
川

（立
柄
橋
か
ら
上
流
お
岸
）

【
参
加
対
象
】

保
有
園
児
童
、
小
学
生

【
聞

い
合
わ
せ
】

　

ヽ

建
設
課
都
市
計
画
係

ＴＥＬ

７

８

４

●

４

８

５

２

※
車
は
、
立
柄
橋
か
ら
下
流

の
河

川
敷
駐
車
場

に
駐
車
し
て
く
だ

共
ヽ
い
。

【
期
日
】

８
月
４
日

（月
）
、
日
日

（月
）
、

‐８
日

（月
）

【
時
間
】

午
後
６
時
３０
分
～
８
時

【場
所
】

六
日
町
健
康
福
社
環
境
事
務
所

【内
容
】

●
８
月
４
日

（月
）

人
に
関
す
る
法
律
・健
康
管
理
・

し

つ
け
に
つ
い
て
他

・
■
８
月
日
日

（月
）
、
１８
日

（月
）

犬
を
同
伴
し
て
の
実
習

【
参
加
資
格
】

。
生
後
十
年
未
満

の
人
を
飼
有
し

て
い
る
方

。
合
日
程
参
加
で
き
る
方

オ
・
人
に
５
種
混
合
以
上
の
ワ
ク
チ

ン
を
接
種
済
み
で
あ
る
こ
と

【参
加
費
】

２
，
０
０
０
円

（動
物
愛
護
協
会
会
員
以
外

の
方

は
大
会
費

と
し
て
、
別
途
―
，
０
０

０
円
姓
妥
）

【申
込

・
聞

い
合
わ
せ
】

六
日
町
健
康
福
祉
環
境
事
務
所

生
活
衛
生
課

ＴＥＬ

７

７

２

●

８

１

４

３

【載
種
】

察
父
母

（５
人
程
度
）

【受
験
資
格
】

．
昭
ゎ
４８
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
者
で
、
高
等
学
校
卒
業

（平
成
１６
年
３
月
卒
業
見
込
み
の

者
を
含
む
）
以
上
の
学
歴
を
有

す
る
者

・
地
方
公
務
員
と
し
て
の
欠
格
事

項
に
該
当
し
な

い
者

【
試
験
日
】

８
月
２３
日

（土
）

【
試
験
場
】

大
和
町
役
場

【
試
験
方
法
】

・
―
次
試
験

教
奏
試
験
、
作
文
試
験

●
２
次
試
験

面
接
試
験
、
健
康
診
断

【申
込
期
限
】

８
月
１５
日

（金
）

※
党
験
申
込
書
は
、
八
色
園
に
あ

り
ま
す
。

【申
込

・
聞

い
合
わ
せ
】

八
色
園

砒
７
７
７

●
３
８
１
１

「自分のことは自分でできる」「寝たきりにならない」を目標に、

「筋肉への束」激」「骨への刺激」「 B函への束」激」「ストレツチ」を含

んだ、体を鍛え強くする体操を行う教室です。

【日程】

【参加費】 100円

【間い合わせ】在宅介護支援センフ= T[L784-3000

早
朝
取
れ
た
て
の
新
鮮
野
来
を

取
り
揃
え
、
毎
運
火
曜
日
と
金
曜

日
の
午
前
９
時
～
同
時
に
野
菜
市

を
行

っ
て
い
ま
す
。

【
場
所
】

県
信
用
組
合
駐
車
場
協

林
　
ノ
ブ
さ
ん
宅
前

会  場 期 日 時  
°
間

神立中央会館 (栄町) 12日の 26日の 10: 00ヘン11 : 30

神立中央集会場 (田中) 1日③ 22日◎ 10:00-11 :30

萩原集会所 41日⑤ 25日⑧ 10 :00-11 : 30

松川生活改善センター 6日⑪ 20日⑪ 10:00-11 :30

下湯沢公民館 6日⑪ 27日⑪ 10:00-11 :30

□―プウエー事業所 7日⑥ 21日⑥ 10:00ヘン11 : 30

総合福祉センター
5日の 19日の
7日⑮ 28日⑥

10

10

15^ヤ 11 : 45

15^ン 41 : 45

魚
の
つ
か
み
ど
け
大
会

湯
沢
町
く
ら
し
を
考
え
る
会

い
き
い
き
野
菜
市

犬
の
し
つ
け
教
窒

魚
紹
地
域
特
別
養
腫
老
人
本

盤

轟

墨

否
墨

験

(9)



【
期
日
】

９
月
２
日

（火
）
、
３
日

（水
）

【会
場
】

魚
沼
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
ダ
ー

【定
員
】

１
０
０
人

【詩
習
料
】

３
，
５

０

０
円

（テ
キ
ス
ト
代
含
）

【受
付
期
間
】

８
月
十
日

（金
）
～
２０
日

（水
）

【申
込

・
聞

い
合
わ
せ
】

魚
沼
消
防
本
部
予
防
課

砒
７
８
２

●
５
３
３
０

【
期
日

・
内
容
】

●
８
月
６
日

（水
）

笹
団
子
の
理
論
と
実
際

　

　

‐．

●
９
月
Ｈ
日

（木
）

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
理
論
と
実
際

●
９
月
１７
日

（水
）

ジ
ャ
ム
の
理
論
と
実
際

・
１０
月
２２
日

（水
）
、
２３
日

（木
）

ハ
ム
、
ベ
ー
コ
ン
の
理
論
と
実
際

ｏ
１０
月
野
日

（水
）

キ
ム
チ
の
理
論
と
実
際

・
Ｈ
月
１２
日

（水
）

千
し
柿
の
理
論
と
実
際

・
Ｈ
月
１９
日

（水
）

豆
病
の
理
論
と
実
際

・
‐２
月
１０
日

（水
）

う
ど
ん
、
そ
ば
の
理
論
と
実
際

・
‐２
月
１７
日

（水
）
　
　
　
　
″

も
ち
の
理
論
と
実
際

・
―
月
２十
日

（水
）
、
２２
日

（木
）

ソ
ー
セ
ー
ジ
の
理
論
と
実
際

●
２
月
１８
日

本水
）

納
豆
の
理
論
と
実
際

【申
込
締
切
】

各
口
と
も
開
催
期
日
の
２
週
間

前
ま
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

【申
込

・
聞

い
合
わ
せ
】

新
潟
県
皮
業
大
学
校

砒
０
２
５
６

●
７２

・
３
１
４
１

運
転
免
許
を
有
す
る
方
５
夫
―

組
で
参
加
し
、
１
０
０
日
間
無
事

故
無
違
反
を
競

い
ま
す
。

５
人
全
員
が
無
事
故
無
達
反
を

逹
成
し
た
チ
ー
ム
の
中
か
ら
拍
選

で
、
ハ
ワ
イ
旅
行
や
温
泉
旅
行
を

は
じ
め
と
す
る
来
幸
賞
品
が
贈
ら

れ
な
す
。
ま
た
、
参
加
費

の

一
部
は

（財
）
新
潟
県
交
通
逮
児
基
金

へ
寄

付
さ
れ
ま
す
。

【申
込
方
法
】

市
町
村

。
警
察
署

・
安
全
協
会

な
ど
に
備
付
け
の
申
込
書
に
蜂
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
郵
便
局

に

参
加
費

（―
チ
ー
ム
ー
，
０
０
０

円
）
を
振
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

【申
込
締
切
】
　

　

　

　

　

フ一

９
月
十
日

（月
）

※
詳
し
く
出
申
込
書
を
ご
覧
く
だ

ヽ
」
い
。

【
実
施
日
時
】

９
月
２３
日
（火
）
か
ら
１２
月
３十
日

（本
）
ま
で
の
１
０
０
日
間

【申
込

・
聞

い
合
わ
せ
】

県
民
生
活
環
境
部
県
民
生
活
課

交
通
安
全
対
策
室
　
　
　
　
　
・

Ｒ
０
２
５
●
２
８
０
●
５
１
３
６

・
実
技
試
験

９
月
岬
日

（金
）

新
潟
市

※
党
験
地
は
原
則
と
し
て
受
験
者

の
希
望

の
と
お
り
と
し
ま
す
が
、

受
験
者
数
に
よ
り
変
更
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

【受
験
申
請
書
受
付
期
間
】

８
月
４
日

（月
）
～
１５
日

（金
）

【聞

い
合
わ
せ
】

新
潟
県
産
業
労
働
部

職
業
能
力
開
発
課
指
導
係

砒
０
２
５
●
２
８
５
●
５
５
１
１

（内
線
２
８
２
３
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
魚
沼
創
造

ＴＥＬ

７

８

２

●

５

１

６

５

×
先
着
５０
人
の
み
受
付
け
ま
す
。

６
日

（水
）

相
談
員

【
試
験
職
種
】
　
　
　
．
，

ｏ
学
科
試
験
　
　
　
　
　
　
ヽ

①
関
連
学
科
及
び
指
導
方
法
を
実

施
す
る
職
種

情
報
処
理
科

②
指
導
方
法
の
み
実
施
す
る
職
種

園
芸
科
ほ
か
１
２
１
職
種

（受

験
者
は
実
技
試
験
及
び
関
連
学
科

試
験
え
除
者
に
限
り
ま
す
。
）

。
実
技
試
験

情
報
処
理
科

【
試
験
期
日

・
試
験
地
】

。
学
科
試
験

９
月
１８
日

（木
）

新
潟
市
、
長
岡
市
、
上
逮
市

【
日
時
】

８
月
２０
日

（水
）

午
後
６
時
３０
分
～
８
時

【場
所
】

ナ
ス
パ

ｏ
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ

【詩
演
会
テ
ー
マ
】

国
際
情
勢
と
日
本

の
安
全
保
障

【講
師
】

恙
方
　
俊
之

氏

（え
陸
上
自
衛
隊

比
部
方

衝
総

監

・
帝
京
大
学
法
学
部
救
投
）

【参
加
費
】

５
０
０
円

（飲
み
物
代
、
資
料
代
）

【申
込

・
聞

い
合
わ
せ
】

‐３
日

（水
）

相
談
員

橋
本
　
秋
冶

高
橋
ト
ミ
エ

２０
日

（水
）

相
談
員

高
橋
　
式
成

高
橋
ト
ミ
エ

２７
日

（水
）

相
談
員

井
熊
　
参
夫

南
要

ミ
ヨ
ン

【
会
場
】

総
合
福
社
セ
ン
ア
ー

※
時
間
は
午
後
―
時
～
４
時
で
す
。

時
間
中
は
、
電
話

（７
８
４
●
４

１
１
３
）
で
の
相
談
も
で
き
ま

す
。

都
合

に
よ
り
お
体
み
し
ま
す
。

一

井
熊
杉
本

秀
夫
芳
枝

安
全
運
転

。
チ
ャ
レ
ン
ジ

ー
０
０
参
加
チ
ー
ム
募
集

平
成
硝
年
度

職
業
訓
練
指
導
員
試
験

８

月

ヽ
と

日

８
月

の
行
政
】
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区 分 出  し  方 湯  沢  東 西湯  沢 土 棒 ・ 神 立 三 国 ・ 三 俣

み可  燃 (注)のとおり。 ①・⑪・④ (15日・29日休み) ⑪・⑥・① (16日休み)

ルダ ン ポ 14日・ 28日 12日・26日 8日 13日・ 27日

紙 類 ・ 布 類

紐を十字にかけ

る。 7日 5日 1日 6日

19日 22日 20日ペ ッ トボ ト )レ 21日

5日, 7日 6日 1日空   き  缶
12日 14日 13日 8日空 き び ん

その他の不燃ごみ 19日 21日 20日 22日

み有  害

不燃ごみ指定袋

に入れる。

袋を二重にしな

いこと。
28日

ご み 収

∞ 鰻 ∽ 鐙 鮎 ∞

住民課環境生活係日 784-3453※問い合わせ

※問い合わせ 保健センター (総合福祉セ ター内日 784-3149)

※問い合わせ 保健センター (総合福祉センター内日 784-3149)

時    間 △
富 場日 種 目 対 象

栄町・堰場 。原新田 8:l)0-10:00 湯 沢 中 学 校合 同 検 診‐
l④
や す ら ぎ サ ロ ン 10:(X)～ 15:00 や す ら ぎ 荘

10100-14:00 や す ら ぎ 荘5⑪ ふ れ あ い サ ロ ン 精神に障害をお持ちの方
12:(X〕 ～ 16:00 保 健 医 療 セ ン タ ー6⑪ リ   ハ   ビ   リ 申込者
13:0(l～ 1&15 総 合 福 祉 セ ン タ ー7⑥ 1諄 6ヶ 月 児 健 診 H13.12月 ～ H141月 生まれ

―之町、駅通、上中、谷地、楽町、
´

下中
13:30^ツ 15:00 総 合 福 祉 セ ン タ ー8④ 乳 が ん 検 診

ふ れ あ 1ヽサ ロ!ン 精神に障害をお持ちの方 lo:oo六ラ14:00 や す ら ぎ 荘12の
10:00^ツ 14:00 や す ら ぎ 荘19⑪ ふ れ あ い サ ロ ン 精神に障害をお持ちの方 ょ′

9:30-11:30 総 合 福 祉 セ ン タ ー基本健診結果地区説明会 駅通・楽町

上中・谷地 13:30-15:30 総 合 福 祉 セ ン タ ギ基本健診結果地区説明会20⑪
リ   ハ   ビ   リ 申込者 12:00-16:00 保 健 医 療 セ ン タ ー

9:30-11:30 総 合 福 祉 セ ン タ ー基本健診結果地区説明会 一之町

13:30-15:30 総 合1福 祉 セ ン タ ー
21⑥
基本健診結果地区説明会 7月 11日健診受診者

10:00-15:00 ゃ
―
す  ら ぎ! 荘22④ や す ら ぎ サ ロ ン

申込者 14:lXl-16:00 総 合 福 祉 セ ン タ ー26⑪ 心 の 相 談 会

申込者 12:00ヘン16:00 保 健 医 療 セ ン タ ー27⑪ リ   ハ   ビ   リ
総 合 福 祉 セ ン タ ー28⑥ 乳 児 健 診 H i4.10月 、H15.4月 生まれ 13:lXl^V13:15

10:00集合 総 合 福 祉 セ ン タ ー29④ 離 乳 食 教 室 H14.12月 ～ H15.2月 生まれ

保 健 衛 生 行 事

会
.場 。時 間日 種 類 象対

12の 三 種 混 合
1期 :生後 3～ 90ヶ 月の間に 3～ 8週間の間隔で 3回接種
1期追加 :3回目機種後、おおむね 12～ 18ヶ 月おいて 1回接種

19⑪ ツベルクリン反応検査 生後 3ヶ 月以降 4歳未満

21⑥ B   C   G
4歳未満のツベルクリン反応検査で陰性時
(1歳未満で受けることが望ましい)

保健医療センター内

健康増進施設

14:00～ 15:00

26廻ゆ 麻  し  ん
生後 12～ 90ヶ 月の間に 1回接種

(1歳を過ぎたらなるべく早く受けることが望ましい)

予 防 接 種

(11)

・予防接理の霊ましい

発lす方の麟
①ツベルクリン・BCG ②ポリオ ③三種混合 ④麻しん ⑤風しん ⑥日本脳炎

◎持参するもの :母子手帳、予診票、受診券、体温計、筆記用具

◎必ず実施時間内においでください。接種料金は無料です。

詳しくは、平成 15年度乳幼児予防接種カレンダーをご覧ください。



日 受 付 時 間 内  科 外  科

2①
12:00  ～  18:00

18.100～翌靭 6:00

中 山 医 院

ゆきぐに大漁 総合病1院

囲 783-55(Xl

麟覇V-21曇1

ゆきぐに大和総合病院

ゆ苺‐ぐ・止大琴同総香熔:院:.

30
9:00  ～ 16:00f

18:00～翌朝!6:100

休 日 救 急 診 療 所

六  日 町  病  院
囲 773-6688

國 772-71■

休 日 救 急 診 療 所

六  日 ・ 町  縮  院

9①
12:00  ～ 18:00

18:00～翌葛思6:00

荒  川  診  療  所
六  日 町  縮l 院

回 782-0524

園躍 -71■ ■す|ヽ

日 町 病 院

.日  町 璃i院 .:

100 9:00  ～ 16:00
18:00～翌朝「6:00

休 日 救 急 診 療 所

ゆきぐに大和総・金病続

囲 77′3-6688

園1阿T二 2111.

休 日 救 急 診 療 所

libをごtと大和総全鋳薩
‐

16①
12:00  ～ 18:00

18:00～翌朝 6100

中 之 島 診 療 所

|ゆ きぐに大和総合病:院

囲 782-0130

圏 777-21‐■

ゆきぐに大和総合病院

ゆきぐに大和総合癌続

170 9:00  ～ 16:00
18:00～翌朝 6:00

休 日 救 急 診 療 所

六 日 町 病 院

日 773-6688

醒躍 二71■ ・
休 日 救 急 診 療 所

Ⅲ六 1樹1町 ´病・ 隣
―

230
12:00  ～ 18:00

18:00～翌観 6:00

い と う ク リ エ ッ ク 団770-0303
六 日 町 病 院 .国 772二 7111

六  日 町  病
六  回 町  浦―

院

院

240 9:00  ～
1 16:00

18:00～翌朝 6:00

休 日 救 急 診 療 所

ゆきぐに大和,総合病院

囲 773-6688

園 777-21■

休 日 救 急 診 療 所

:ゆ きぐに大和総合1篤碗

300 12:00  ～ 18:00
18:00～翌朝 6:00

中 澤 医 院

ゆきぐに大和総合病院

団 773-3211

園η -21■

ゆきぐに大和総合病院

ゆきぐに大和総合病院
~

310 9:00  ～ 16:00
18:00～翌靭 6:00

休 日 救 急 団 773-6688

鰯T2-71■日 町

診 療 所

―病  院
休 日 救 急 診 療 所

本  日 町 病 院

※問い合わせ 日曜・祝日⇒休日救急診療所 T[L773-6688
その他の日 E〉 魚沼消防本部  TEL 7 8 2-1991

(テレホンガイド)

※脳神経外科の休日救急医療⇒斎藤記念病院 租773-5111

夕lI端康成と―・I彗國」の世界
『雪鳳』爵ホ働の世界泉Ⅱ

会場 主歴■民俗資料聟『雲国a宙遷

町民の警されに堪無料で入館できる
「町民入場券付チジシ■を避布しています。
ぜひご覧くださ■|。

]月の救急診療当番

Ａ
誕
生
Ａ
め
て
こ
う
ご
ぎ
い
き
寸

７
月
２
日

　

小
松

　

桃
花

さ
ん

　

（幅
下
、
健
二
・
真
弥
さ
ん
）

７
月
６
日

　

井
熊

　

渓
太

さ
ん

　

（幅
下
、
孝
男

。
ひ
ろ
み
さ
ん
）

７
月
４
日

　

角
谷

　
ス
ミ

コ
さ
ん
　
　
（堰
場
、
８３
歳
）

７
月
６
日

　

森
下
　
　
明
　
さ
ん
　
　
（田
中
、
８０
歳
）

７
月
６
日

　

森
下

　

榮
子

さ
ん

　

（田
中
、
７６
歳
）

７
月
９
日

　

笛
田
　

ヨ
リ
ノ

さ
ん

　

（芝
原
、
８３
歳
）

７
月
■
日

　

山
時

　
ヤ
ス
ノ

さ
ん

　

（栄
町
、
８９
歳
）

※
類
似
文
字
で
表
記
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
広
報
に
掲
載
し
て
ほ
し
く
な
い
場
合
は
、
届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

し

申

し

鬱罐鍵鶏霰罐
6月届出分 7月 1日現在  価年上ヒl

生

亡

入

出

出

死

転

転

10

8

19

24

男

女

計

世帯

4,363

4,548

8,911

3,164

(-54)

(-40)

(-94)

(- 6)
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